





















































































Cartwright & Breakspear 2015: 144-145]。ラーショーへの路線はシャン州に
到達する初の路線であり、またトンネルやスイッチバックを用いたビルマ
で最初の山岳鉄道であった。なお、1897年には鉄道運営がビルマ鉄道会
社（Burma Railway Co. Ltd.）に移管され、政府は鉄道建設のみを担当する
ことになった[柿崎 2010: 37]。
図1　ビルマの鉄道網（1940年）














出 所：1877 ～ 1911年：Maung [1964]: 242-260、1912 ～ 1921年：SABI （1912/13-
1921/22）: 375-386、1922 ～ 1930年：SABI （1921/22-1930/31）: 514-526、1931 ～ 1936年：





















































































































































































出 所：SABI (1871/72-1880/81): 86-87、SABI (1876/77-1885/86): 169-170、SABI 




社（Bombay-Burma Trading Co. Ltd.）を設立して上ビルマのピンマナでチー





























































































































































































































































出所：表4 ～表9、Andrus [1948]: 117より筆者作成
表5　砂糖・サトウキビ輸送量の推移（1933/34 ～1940/41年）（単位：トン）




















































































































































1927 ～ 1936年の間の平均到着量は約3,500トンであった[SARI （1927-28



































































図11　 アマー スト塩生産量・発送量及びラングー ン塩輸入量の推移 
（1930/31～1940/41年）（単位：トン）






























































































せたという[Wright, Cartwright & Breakspear 2015: 224]。その後、コンバウ
ン朝のミンドン王が鉱山を復活させようとしたが叶わず、植民地化後の
1902年にビルマ・コーポレーションの前身のグレートイースタン鉱業








































































1 それでも 1899/00 年版までは各鉄道の輸送状況について、増加や減少の要因
や顕著な変化についての記述があるが、1900 年版以降はそのような情報も記載
がなくなる。
2 マウンの研究が 1914 年までを対象にしている理由も、おそらく英国議会文
書から入手可能であった期間がここまであったことによるものと思われる。
3 資料名は当初『鉄道・河川交易（Note on the Rail-borne and River-borne Trade 
Returns of Burma）』であり、1892 年第 2 四半期からこの名称となった。
4 後述するように 1892 年第 2 四半期から陸路（道路）と漕船経由の輸送も対
象となる。
5 ビルマ鉄道の運営は 1896 年から民間のビルマ鉄道会社が委託運営を行って
いたが、ビルマのインドからの切り離しを機に政府直営となり、ビルマ鉄道委
員会が管理を行うことになった [ 鉄道省 1942: 3]。
6 輸送密度（人キロ、トンキロ）は輸送量に平均輸送距離を乗じて得られる数
値であり、本来はこれを総延長で除して㎞あたりの輸送密度を算出する。
7 タイでは貨物輸送密度は 1910 年代に漸減したものの、1920 年代に東北部に
路線が延伸される過程で大きく増加し、世界恐慌前に過去最高の約 500 トン /㎞
の水準に達していた。一方、旅客輸送では 1900 年代半ばの約 4,500 人 /㎞が最






9 表 1 の原資料によると、鉄道資材の輸送量は年による変動が激しいものの、
1910 年代半ばまでの最高値は 1888 年の約 15.6 万トンであった。
10 ARB (1937-38) によると、鉄道資材の輸送量は 5 ページの品目別輸送量一覧
表では 89 万 9,554 トンと書かれているが、統計部門の表 27 によると鉄道資材
（railway materials）の量は 2 万 600 トンに過ぎず、燃料（fuel）26 万 7,600 トン、










たという [Thant 2001: 143]。
15 ラックはラックカイガラムシの糞で作られた巣であり、ラッカーやニスの原
料として用いられる林産品の１つである。
16 例えば、1892 年第 1 四半期の『ビルマ内陸交易報告』では上ビルマへの綿
糸の輸送増加の理由としてシャン北部と中国西部での需要増が掲げられており
[NITB (1892/1): 3]、同年第 2 四半期の報告書では上ビルマへの塩輸送の増加も




18 図 5 の原資料ではミョーハウン～シポー間の貨物列車が 1 往復で、シポー～
ラーショー間には混合列車が 1 往復しか設定されていないことになっているが、
実際にはこの貨物列車がナムヤオを発着して金属鉱石輸送に従事したものと考





20 1940 年の石油生産量は計 2.7 億ガロンであり、うちイェナンヤウンが約 1
億ガロン、チャウが 1.6 億ガロンと、この 2 ヶ所で全体の約 95％を占めていた
[Andrus 1948: 117]。
21 生産量は 1938 ～ 1940 年の平均値、輸出量は 1938/39 ～ 1939/40 年の平均値
である。








したものであり、1937 年末に着工されて 1939 年初めに完成した [ 益田 1943: 
23-24]。
25 水運で輸送可能であったラングーンへの鉄道による塩輸送は皆無であったは
ずである。1935/36 年には沿岸水運で輸送された塩は計 4,810 トンで、アマース
トからラングーンへの塩輸送は輸入塩との価格競争で前年に比べて半減したも
のの、内陸部への輸送はその影響を受けなかったという [RAB (1935-36): 96]。
26 1937/38 年に塩産業の奨励策として塩の賃率の引き下げが行われていたとの




28 第 2 次世界大戦後の 1950 年代後半の数値であるが、1955/56 ～ 1957/58 年の
貨物輸送量は平均 264 万トンであり、うちラングーン発が平均 27.7 万トン、ラ
ングーン着が平均 90.1 万トンと、ラングーン着の貨物輸送は全体の 34％を占め
ていた [ARB (1958-59): 6, 11]。
29 1935/36 ～ 198/39 年のバンコク到着量は、年平均約 42 万トンであった [SYT 
















ぶ滇越鉄道でも出現していた [ 柿崎 2013: 109-210]。
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